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ついに迎えるフィナーレ！
最終日はパラクライミング決勝とエキシビジョン
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「IFSC クライミンググランドファイナルズ福岡 2025」
の大会最終日はパラクライミング決勝とエキシビジョ
ンが行われます。午前のパラクライミング決勝はカ
テゴリーとクラスを問わずに 2 つのグループに分か
れ、それぞれ異なる内容のルートを登って順位を決
めます。昨日のワーキングセッションを踏まえた上で、
各選手はどのようなパフォーマンスを発揮するので
しょうか。エキシビジョンでは「クライミングの力」
をテーマとしたトークやボルダー壁を横移動する速さ
を競うプログラムなどが予定されています。ついに迎
えるフィナーレ。最後まで大会をお楽しみください！

スケジュール

AM PM

10.26 SUN 開場 9:30 / 開始 10:00
パラクライミング決勝

開場 14:30 / 開始 15:00
エキシビジョン

パラクライミング決勝に向けて

ワーキングセッションという形式での大会は初めてでしたが、選
手たちは課題を一通り練習できたことで決勝でどう完登するか組
み立てていると思います。パラクライミングの国際大会を日本で
初めて開催していただけました。パラクライミングを知っていた
だくいい機会になると思いますので、選手たちには観客の皆さん
を沸かせるような登りをしてもらえたらなと思います。

パラクライミング日本代表 白井唯ヘッドコーチ

ワーキングセッションの課題は後半が結構悪かったので、決勝は
気合を入れていきたいと思います。「頑張るしかない」という感
じです。目標はトップまでいくことです。持久力との戦いでもあ
るような気もするので、上手にレストもしながら、無駄な力を使
わないように頑張っていきたいと思います。

青木宏美（世界選手権2025 女子B1優勝者）

（ワーキングセッションは）苦手な動きがあって 1 発で登れず悔
しかったですね。でもそこで練習できるのがワーキングセッショ
ンの魅力だと思って、それを十分に生かさせてもらいました。（優
勝した世界選手権について）僕は終わったものだと思っていて、
今回は今回でしっかり集中して挑む姿勢でいます。決勝は絶対に
完登するという気持ちです。地元が福岡で応援してくれる人も来
てくれているので、そこで登れることは最高です。

山下和彦（世界選手権2025 男子RP3優勝者）

ワーキングセッションはその名に相応しく、いろいろとムーブを
試すことができる課題だったのかなと思います。完登できなかっ
た時、もう一回ここのパートをトライしたいと思うことはどんな
クライマーでもあるはずで、何度もトライできたのは楽しかった
ですね。まだ触れていないパートがあるので、決勝では必ずそこ
まで到達して完登を目指していきたいと思います。

安良岡伸浩（世界選手権2025 男子AU3優勝者）



出場選手リスト

パラクライミング決勝 / Para Climbing - Final

女子
Women

性別 氏名 国名 クラス

グループA

女子
Women

女子
Women

男子
Men

男子
Men

男子
Men

男子
Men

男子
Men

前岡 ミカ
Mika Maeoka

日本
JPN

B3

日本
JPN

B1

日本
JPN

B1

日本
JPN

RP1

日本
JPN

AL1

日本
JPN

B1

日本
JPN

B2

日本
JPN

B3

青木 宏美
Hiromi Aoki

栗屋 真実
Mami Kuriya

岡田 卓也
Takuya Okada

畠山 直久
Naohisa Hatakeyama

藤咲 淳一
Junichi Fujisaku

黒澤 真吾
Shingo Kurosawa

前岡 正人
Masahito Maeoka

男子
Men

性別 氏名 国名 クラス

グループB

男子
Men

男子
Men

男子
Men

男子
Men

男子
Men

安良岡 伸浩
Nobuhiro Yasuraoka

日本
JPN

AU3

日本
JPN

RP3

アメリカ
USA

RP3

日本
JPN

AL2

日本
JPN

AL2

インド
IND

AU2

山下 和彦
Kazuhiko Yamashita

デヴァ・ラミレッディ
Deva Ramireddy

高畑 圭吾
Keigo Takahata

結城 周平
Shuhei Yuki

サンカディップ・マーナ
Sankhadip Manna



会場マップ


